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橋本昭
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ヒルデプラントの経済発展段階論をみる前に，ここでかれの統計学上の仕事
についてまとめてみておこう。かれが統計学上の問題について論じたものとし
ては，ただひとつ1865年8月 (5日） 4こ，（イエナ）大学総長就任講演として
おこなった「統計学の学問的課題」 1)があるにすぎない。 この学術講演は翌
年，『経済学および統計学年報』の第 5巻第 1号の巻頭に掲載されている。し
かしかれがおこなった，官庁統計局の創設，統計資料の編集指導，統計学関係
の書評，資料公刊，統計資料をつかつての発言や記述，さらには統計学の講義
や演習についてみるならば，かれが当時第一級の統計家であり統計理論家であ
ったことは疑いえない。
かれが統計学の研究に関心をもっていたことを示す最初のものは， 1840年の
冬学期プレスラウ大学の員外教授であったおりにおこなった「ドイツの統計
学」と題する公開講義である。当時ドイツにおいては統計学は国家学のなかの
重要な一支柱であったから，経済学者ヒルデプラントが統計学を講じたとして
も，まったく不自然ではない。どのような事実を典拠にしているのかは不明だ
がレーマーは，これがすでに経済統計学 (bereitsWirtschaftsstatistik)であっ
たと述ぺている丸 1840年といえば，ケトレー (LambertAdolphe Jacques 
1) I!ildebrand, Die wissenschaftliche Aufgabe der Statistik. Ein~akademische 
Rede, gehalten am 5. Aug. 1865 zum Aμtritt des Prorektorats., fahrbucher 
fur NationallJkonomie und Statistik Bd. Vl, 1866, S. 1-11. 
2) Justus Remer, Die geistigen Grundlagen der historisc加nSchute der Volkswirt . 
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Quetelet~796~ 187 4)の有名な著書『人間について』3) がでてまだ間もない
ときであり，（そのド、イツ語訳は1838年にでている。）後年ケトレーの方法に好
意をもつようになるフ＇ァラティー Gohannesv. Fallati 1809~1855) 
が1843年に出版の入門書， Einleitung in die Wissenschaft der Statistik 
・Tubingen 1847. においてもケトレーの名は 2, 3ケ所の註においしてしか
みられない，ということであるから，ヒルデプラントのこの講義内容がなんで
あったかはきわめて興味ぶかい。ただしこの時の講義はわずか 3回しかおこな
われていない。
ヒルデブラントは1841年招かれてマールプルク大学の国家学教授に就任する
が，そこでの講義は，経済学，行政学とならんで統計学であった。他にかれが・
主講義として以外に講じた自由開講題目のなかには「英国の統計とヘッセンの
統計」といったものもある。それらの講義については知る由もな・いが，その成
果の一部は，主著『現在と将来の経済学』の第4章第37節以降にみいだすこと
ができる。その第38節では英国の工業プロレタリアートとドイツの工業の未発
達地域の手工業プロレタリアートとを比較しているが，ここでは英国とヘッセ
ンが取りあげられている。このような個所はほとんど紹介されることがないの・
．で，以下にその概要を示してみよう0。
ヘッセン選帝候国のマールプルク行政区は 2つの都市と 88の村 CLandge-
meinde)からなっており， 1843年の統計では38,561人の人口を有しているo
しかしそこで職人 (Geselle)の数の方が納税義務をもった親方 (diesteuer 
pflichtige ,Meister)の数を上廻っているのは 4業種にすぎない。
表からも分るように，しかしそのうちの 3業種は建築関係であり，したがっ・
schaftslehre, Leipzig 1935, S. 28. 
3) Sur『hommeet le developpement de ses facultes, ou essai de physique sociale, 
1835 
4) Vgl. Hildebrand, D鯰 Nation<Jliikonomieder Gegenwart und Zukunff, a.a.O.,. 
s •. 138 f. 
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市 部 村 部
職 種
親方 1 職人 親方 I職人
左 官 16 ~3 75 l ・272 
大 工 ， 34 31 I 183 
上塗師 26 29 36 28 
陶 工 31 49 23 2 
て人手を多数要する性質のものである。他の 7業種（バン製造業，屠畜業，指
物業，錠前師，鍛治屋業，桶大工，車大工）では市部でも村部でも親方の数の
方が職人のそれより多い。総計では878人の親方に対し，職人はわずか150人に
すぎない。手工業では通常 2人の職人と 1人の従弟 (Lehrling) をかかえ
ていないとなりたっていかない。したがって一人の助手もいないような親方は
一種の日雇い賃金稼得者であり，もっともめぐまれた業種においても納税義務
をもつ多くの親方はプロレタリアートである。事実1844年には 124人の親方に
対しては営業税 (Gewerbesteuer) が免ぜられねばならなかったが， このこ
ととて驚くべきことではない。さらに他の業種ではもっと惨めな状態である。
市部では， 119人の納税義務のある靴製造業の親方があわせて48人の職人しか
有していないし，亜麻布の織エにいたってはこれは20人に対する2人といった
状態である。村部では187人の全亜麻織エがひとりの職人もかかえていない。
市部の仕立屋の19人，靴製造業の50人は極貧といえる。もちろん税は免ぜられ
ている。それらの数は各々の職種の親方数の62彩， 78彩になるが，かれらは完
全なプロレタリアートといえる。そうでない親方でもその組合権 (Zunftgere-
chtigkeit)によって貧民救済のやつかいになっている。 1842年での統計でみ
ると・ヘッセン全体の22.2彩は極貧者，すなわち手工業プロレタリアートという
ことになる。
ヒルデプラントはこれだけのことを示すために多くの統計表を示している
が，かれはさらにすすんで，この極貧の状況を英国の工場労働者のそれと比較
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するために，各労働者の賃金計算をおこない，平均12時間という労働時間に比
して，それがいかに低いものであるかを示している。かれの計算では平均して
各親方の家計は65ター・ラーを食費に向けているのに対し，他の支出は35ターラ
ーにすぎない。これは幸いにして子供がいない家庭でも 1人 1日2シルバグロ
ーシエン 8ペニッヒにしか支出しえないことを意味する。
さらにかれは英国の一業種の生活を描写し， 1日の食生活の内容がドイツの
それに比していかに豊かであるかを示している。
相対的にさらにかれはドイツの工業未発達地域の極貧の例として， 1846年か
ら47年にかけての冬，マールプルクでは華氏10度の路上で二度も子供の誕生が
あったことを記している。かれはまた非嫡出児の出生比率がヘッセンでも未発
達地域に多いことを特に指摘し・ている。
これらの事実は，すぺてエンゲルスの例にならいながら，エンゲルスの「旧
き良き時代」がいかに幻想であるかを示すために利用されている。かれはこの
ようにして，英国の工場労働者の生活状況が，過去に比しても，他国に比して
も，質的にも量的にも悪化してはいないことを証明することによって， 「窮乏
化」を否定し，工業化さらには「貨幣経済」化をひとまず肯定しようとする。
確かにヒルデプラントの統計の利用にも難点はある。英国の水夫の生活内容に
よっては，多くの労働者が就業していたであろう繊維産業のなかにみられる悲
惨さは代表されないであろうし，非嫡出児の出生原因を単ーに貧困に帰すこと
はできないであろう。しかし，ヒルデプラントの統計操作の方がその事例や典
拠の確かさの点で，エンゲルスのそれより手がたいという印象はうける。もっ
ともヒルデプラントもまたこのような数字上の比較とは別に，親方たちが機械
の奴隷でもなく工場主の農奴でもないことの重要性は指摘している 5)0
以上でともかくヒルデプラントの統計学が， 単なる国家顕著事項 (Staats-
merkwiirdigkei t) の記述といった従来の統計学から一歩すすんだ，綜合的
5) V gl. ebenda, S. 146. なおこのような統計的事実をもって， かれがおこなった．憲法
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な統計数字を基盤にした理論の展開であったことだけは分る。 マールフルク大
学ではすでにはやく 18世紀の中葉 (1746年）に，私講師であったアッヘンワー
ル (GottfriedAchenwall 1719~1792) が統計学を講談しているが， この間
の一世紀の隔たりは，統計学の内容を大きく変えていた6)0
ヒルデプラントはこのように，実際に過去，現在の統計数字を用いて，理論
の補強をはかるという経験があ、るだけに，また確実で，連続性をもった統計数
字の不備や不足に対しても敏感であったと思われる。かれが官庁統計の整備に
ついて，公けに発言するのは，この頃以後と思われる。官房学関係のものは別
にして，経済学関係の論文を掲載したものとしては最も古い学術雑誌の編集
者のひとりであるファラティは，ヘッセン国において官庁統計組織の指導と法
式化のために，二人の官僚とともにヒルデプラントに委員会設立の命が下った
ことを報告している。しかしこれは「ひとつふたつのシエーマがごく簡単に内
閣に利用されたということ以上の成果をみなかった」。このことがあったのは．
前後の記述およびヒルデプラントの政府に対する行動から推測して1843~4年
であると考えたい7)。
さて主著公刊後，かれはバウロ教会に議席を得るのであるが，議会開催後わ
ずかにしてヒルデプラントはある会議において，ーそれは 5月23日のことであ
った一，「（国民）議会がドイツ各諸邦における交通，営業状態および労働者階
級の状態についてすでに公刊されているすぺての資料を集め，また新しい研究
によってできあがった概要の足らぬところをできるだけうづめ，そのことによ
制定委員会での発言についてはすでに述べtこ。拙稿「ブルーノ・ヒルデブラントー一—
生涯と著作(2)-」， 58ページ参照。
6)アッヘンワールは『現時のヨーロッパ主要国における現行国家制度概論』(Einleitung
in die gegenwartige Staatsverfassung der heutigen vornl?hmsten Europaischen 
Reic加）の最初の草稿をマールプルクで書いた。カール・クニースは後年マールプ
ルク大学図書館およびアルヒーフで，ァッヘンワールの統計学講義について調査した
がなにも得られなかったことを，その「独立の科学としての統計学」 (DieStatistik 
ils selbststandige Wissenschaft, Kassel 1850)のなか cs 14.)で報告している。
7) Vgl. Jahannes v. Fallati, Stand der administrativen Statistik in Deut~chland 
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って国民議会がのちに，新しいドイツの関税同盟や，物的窮状の克服や労働者
階級の地位向上やについて審議したり決定を下すばあいに役立つような基盤を
準備するための統計上の国家機構をできるだけ早く整える」 s)ことを提案し
た。この提案は公けに討識されることもなく，すでに述べた国民経済委員会
（これが 5月24日，すなわちヒルデブラントの提案のあった翌日に設定されて
いることは興味ぶかい。）のなかで取り扱われることになった。 この委員会の
メンバーの多くは著名な統計学者であることは，以前にその構成員を紹介して
いるので自明であろう。この委員会では多くの統計資料収集の試みが企画され
たが，議会が短期間ののちに実質的活動ができなくなったために，この方面で
の実績はあまりあがらなかったようである。しかしこれ以後の各諸邦での官庁
統計局の整備が大幅に進展したという形で，その影響力を評価できよう。すな
わちヴュルップルガーの作成した一欄表によると， ドイツ帝国成立当時活動し
ていた17の各邦統計局のうち，プロイセン，ババリヤ，ウュルテムベルクの 3
局以外はすべて三月革命以後に設立されたものである 9)。ウエスターゴードに
よれば19世紀の30年代以降とくに50年頃まではヨーロッパ各国は共通して，「統
計万能時代」とも「統計学熱狂時代」ともよびうる状態であったが，この気運
はヒルデプラントや国民議会によって，官房統計局群生時代としてドイツに移
植されたといづても過言ではなさそうである10¥
ヒルデプラントにはこのような経験と実績があったればこそ， 「反革命」期
im Jahre l!S48-49., Zeitschrift fur die gesammte Staatswissenscha, 九 6.Bd., 
Tu.bingen 1850. S. 772 f. 
8) Falla ti, ebenda, S. 728. 原資料は Zeitschrift des Vereins. ur deutsche . f
Statistik, Apr. 1848, S. ;290. 
9) Vgl. Eugene Wiirzburger, The history and development of oficial statistics 
in the German Empire, in; The History of Statistics. Their Development and 
Progress in Many_ Countries, ed. by. Jolin Koren, New York, 1918, pp. 338-339. 
10) Harald Westergaard, Contributions to the History of Statistics, 1932, 森谷喜
一郎訳『統計学史」（統計学文庫第1巻）， 1943,173ページ参照。
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において亡命先のスイスの各大学がかれを暖かく迎えいれたとも想像される。
すでに紹介したようにかれはベルンに，スイス最初の統計局を，ベルン州の
要請によって創設し，初代の局長に就任するとともに，各種統計の改善をはか
りまた統計資料の公刊にも携わっている。この間のかれの活躍はつぎのような
統計刊行物となってあらわれている。
すなわち
Die Kurhessische Finanzverwaltung. Kassel 1860. 
Statistische Mittheilungen uber die volkswirthschaftlichen Zustande Kur-
hessens. Berlin 1853. 
Untersuchungen i.ber die Bevolkerung des alten Italiens. Im neuen 
Schweizerischen Museum. B~rn 1861. 
Beitr(lge zur Statistik des Kantons Bern. Bd. 1 Die Bev(Jlkerung. Bern 
1863:11> 
がそれである。
ヒルデプラントがベルンで創設した統計局は，大学附設のものであったが，
かれがスイスを去った後 (1861年以後）は，切り離されてベルン州直属の機関
になった。このことからかれが，統計局を統計実務の訓練の場として教育の補
助機関として利用しょうとする特別の意図をもっていたのではないかと推察さ
れる。というのも，かれがイエナ大学に招聘され，テューリンゲン統計局の設
立の仕事を引きうけるさいにも，統計局を若い行政家の実務訓練機関とするこ
とで，ワィマール政府と談合を重ねているからである。テューリンゲン連邦統
計局の設立の経緯は，たぶんヒルデプラントじしんの手になると思われる一文
に詳しい。
かれは統計局の業務成果をつぎつぎとこの『年報』に発表してゆく。それら
の多くは他のひとの署名入りで，あるいは無署名で発表されるが，かれの指導
-11) Conrad, Bruno Hildebrand. a. a. 0., S. 珊．
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が徹底していることを読みとることはきわめて容易である。以下にその例を
2, 3指摘してみよう。
この『年報』の第 1巻第 1号には論文が4つ掲載されている。巻頭論文はす
でに紹介したヒルデプラントの「経済学の現代的課題」であり，それ以外に，
M. エンデマン（イエナ大学教授および高等控訴院評議員）による 「教会法学
説による経済的規範」，プリュックナー（在ペテルスプルク）の「ロシアの紙
幣の歴史とその回収」，およびキウス（在ワイマール）の「16世紀テューリン
ゲンにおける物価および賃金の状況」が掲載されている。このなかではとくに
最後の 2つの論文が「統計的」実証による理論展開を示している。しかもその
2つがともに「貨幣」の問題をとりあげていることもこの『年報』の編集者の
関心を示すことがらであるといえよう。この創刊号には他に「経済法規」の項
では，「スイスの銀行法」と「ザクセンーワイマールーアイゼナハ大公国の営
業条例 (1862年4月30日付けの）」が，「資料」の項では，「スペインの征服以
前におけるペルーの統計と国家経済」および，「ザクセンーワイマールーアイ
ゼナハ大公国の近時27年間の人口変動と最近の人口調査の結果」が論ぜられて
いる（最後のものはヒルデプラントじしんの署名入りである。）が， このよう
な編集傾向は第 2号以後も引きつづいてみられる。
貯蓄金庫については第 2巻以後にいろいろのかたちでとりあげられている
が，第 5巻第3号 (1865年）掲載のテューリンゲン連邦統計局報告である，「テ
ューリンゲンの貯蓄金庫」12)と題する「資料」の最初の出だしはつぎのような
ものである。「諸国民の個々の営業やあらゆる家計にとって資本の力は日毎に
高まっているが，そのさい貧民階級の手中の資本形成を容易にし，かつ促進し
ている貯蓄機開はもっとも大きな影響力をもっている。それは収入が減少して
こまった折の住民の窮状を緩和させる。それは小額貯蓄の利子というかたち
12) Die Sparkassen in Thiiringen. (Miscellen) Mittheilung des statistischen 
Bureaus vereinigter thiiringischer Staaten., JahrbUcher fur.Nationa絋konomie
und Statistik, 5. Bd., 1865, S. 432-464. 
84 
.' , . I 
ロー —-~ —.—-- ---~- • . I 
i 
プルー ノ・ヒルデプラント(3)'橋本） 523 
で，労働者たちに賃金以外に増大する資産収入を保障する。このことはかれら
により大きな自立性を約束する。•••…」このような見解は，ヒルデプラントの
著書や論文に色濃くあらわれている「信用経済」観に他ならない。•もっともこ
の「資料」は無署名であるため，ヒルデプラントじしんの手になるとも考える
ことができる。つぎにかれ以外の署名入りの論文によって，かれの強力な影響
力を示してみよう。第6巻第 1号掲載のシェールの「歴史的ー経済的発展のう
ちにおける貨幣の概念」と題する論文13)では， 経済発展段階が重要な概念と
して利用されており，章構成もまた，実物経済，貨幣経済，信用経済の順にな
っている。そして「経済的発展の初期，すなわち実物経済のもっとも最初の段
階では，各人はじぶんの直接的かつ瞬間的な必要のためにのみ働いている。経
済的生産物の余剰といったものは存在せず，したがって売買取引は存在しない
かもしくは経済的にはとるに足らないほど僅かである。……」といった展開も
またヒルデプラントそのものといえよう。事実この論文には，他の論文にはそ
の傾向がほとんどみられないのに比して，ヒルデプラン ・の著書や論文からの
引用が目立っている。同様にヒ｝どデプラントからの引用こそないが， リントヴ
ルムの「価値の理論」のなかに，ヒルデプラントの価値論の展開を読みとるこ
とができよう。とくにカール・トーマスやラウに対する見解は極めて興味ぶか
ぃ14)0他にもかれの特徴のある交通手段に対する見解などの影響も他のとこ
ろでみいだすことができる。
ヒルデプラントは『年報』の編集に力をそそぎ， また周辺に有能な統計学
者，経済学者を育てつつあったが， 1864年には正式にチューリンゲン連邦統計
局が発足し， (7月1日）かれは局長におさまる。それに対応じて，『年報』の
13) H.v. Scheel, Der Begriff des Geldes in seiner. historisch-1:ikonomisclien 
Entwickelung. Jahrbac加rfiヽrNationaliikonomie und Statistik, 6. Bd., 1866. 
s. 12-29. 
14) Arnold Lindwurm, Die Theorie des Werthes, Jahrbacher fiヽrNationalokonomie 
und Statistik, 4. Bd., 1865, bes. S. 167, ―s. 169 
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表紙に記載されている編集者の肩書にも， 「法学・哲学博士およびイエナ大学
国家学数授」以外に，第 3巻から「在イエナテューリンゲン連邦統計局長」と
いう肩書がつけ加わわる。
一方かれは大学では統計学の演習を開講する。もっともかれはイエナに着任
後間もない1861年の秋，もちろん未だどこにも統計学の演習は存在しなかった
時に，チューリンゲンの各政府に，設立される統計局を若い行政家の実務教育
機関にするということを具申している。しかしイエナの統計局の設立が遅延し
ているあいだに，エンゲルがベルリンで，また他にウィーンで•もこの種のゼミ
ナールが開設されている。イエナでは1865年10月30日に開設された。ただイエ
ナの特色は大学と統計局が密接なつながりをもっていたことであり，この意味
で大学に開設された統計学演習講座はイエナが最初であるといえる。しかもこ
の演習は，・すでに国家学一般の単位修得を終えたものを対象としていたので，
専門統計家の養成機関という色彩がつよかった。したがってそれは定期的に，
一定の時間帯になされるというものでなく，仕事の状況と必要に応じて運営さ
れた。 1866年の時点では，この演習への参加者は国内（テューリンゲン連邦）
から 3名，国外からはプロイセン 2名，ロシア 1名の計6名であった15)0
さてこのように多彩な活動を統計学の分野でもみせるヒルデプラントである
が，かれの統計学上の理論はどのようなものであったのかを，つぎにみておこ
う。従来かれの経済思想の特徴に触れるさいに，この面への言及があまりに皮
相的であったと思うので，かれの統計学理論を考察することの意義を前もって
すこしばかりのべておきたい。 19世紀中葉のドイツの経済学者は経済学者であ
るより前に国家学者であった。 それはドイツの大学の伝統によって，国学家
(Staatswissenschaft) の一部門として経済学がとりあつかわれてきたことに
よる。そして一方統計学はアッヘンワール，シュレーツァー以来国情論 (Sta-
15) Vgl. Das statistische Seminar in Jena (Miscellen), Jahrbilcher fur National-
i:ikonomie und Statistik. 6. Bd., 1866, S. 77-78. 
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atskunde)として講ぜられ，国家学の主要な一領域であった。 さらにとくに
40年代以降，統計学がいかなる学問であるかについて， 多くの論争が展開さ
れ， ドイツの当時の経済学者はすべてまた統計学者でもあるといって過言でな
いような状態であった16)。 ロッシャーやクニースについてもまったく同じこ
とがいえるし，さらにはかれらが古典派体系を批判する「歴史的方法」を呈示
するばあいにも， かれらの統計学観とは決っして無関係ではない。-ロッシャ
ー，ヒルデプラント， クニースという旧歴史学派， あるいは "Zeitschriftfur 
die gesammte Staaswissenschaft" (1844年創刊） 17)の編集者たちの経済学
方法論を，統計学方法論との関係でとりあげようとする態度が，従来の研究者
の視野に十分に取り入れられていなかったことは，きわめて不思議な現象であ
るといわざるをえない。
そこでヒルデプラントの統計学理論をみてゆくわけであるが，ややまとまっ
16) この頃の状況をワグナーはつぎのように述べている。「理論的統計家たちは，一~一う・フ·
アラティー；ヨーナック， R・モールおよびその他の人々によってあらゆる骨折りと統
ーの試みとがなされたにもかかわらず，ー一統計学の概念，その対象と範囲，その方法
と任務に関する見解において，今日においてもなお，今 (19)世紀の初頭，すなわちゲ
ッテインゲン学派と「表の奴隷」 (Tabellenknechte)とが論争をした頃と同様に．
いなそれ以上に，一致するところがない。……統計学は，科学なりやいなやという問
題にも，答は一様でない。多くのものは統計学を科学とみず，ただ，材料の観察およ
び加工の方法と孝えているにすぎない。さらにまた他のものは'. それをただ素材の蒐
集 (Materiensammlung)としか見ない。……さらに統計学をもって科学なりとい
う人々でも，この科学の本質と意義とに関しては． まったく異った意見を抱いてい
る。……さらに以上の点よりも一層の喰違いを示しているのは，統計学の他の諸科学
に対する科学上の所属関係もしくは親近関係に関する見解である。すなわち，統計学
は，時には歴史科学に，時には国家科学に（ドイツ学派），また時には自然科学に（フ
ランス学派の傾向）に数えられている。上と同様な見解の喰違いは，統計学の対象，
範囲任務，方法，表現手段に関しても存する/」
17) .19世紀の中葉に継続的に刊行されていた経済学関係の専門学術雑誌としてはこれだけ
であった。わたしの知るかぎりでは統計報告書の類は二．三の諸邦でもすでにださ
れていたようである。ヒルデプラントの公刊した『年報」はこの分野では 2番目のも
のである。なおこの「年報」の第1巻第2号がでる1863年になると，JuliusFaucher 
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たかたちでそれが公表されるのは， ワグナー (Adolph Heinrich. Gotthilf 
Wagner 1835~1917)の一著書18)に対する書評のかたちをとったものであ
る。ワグナーはこの著述によって「一見恣意的にみえる人間行為」も「統計学
の立場から」みると「法則性 (Gesetzmassigkeit)」があることを示そうとし
ている。これに対してヒルデブラントは『年報』の書評欄では異例の16ページ
をさいて反論している19)0かれは人間行為に自然法則的な法則性をみようとす
る態度に徹底して反対する。しかしかれは決っして人間の行為がすべて恣意的
なものであるというのではない。かれは，ワグナーが一見恣意的にみえるが実
際には恣意的ではない行為として，結婚，自殺および犯罪をあげていることじ
たいに反駁する。かれは言う。「ヘルバートが精神の静学 (Statik) と力学お
よび国家の物理学についての基本線を記述したのちに，いまなお誰かが結婚，
自殺，犯罪の定常性 (Constantheit) について驚くことがあるということじ
たいに驚かざるをえない。まさに自由はこの定常性に随伴しているはずのもの
である」20)。ヘルバート主義者であるヒルデブラントによれば，これらの行為
が主任編集者で，• 他に， K.Arndt, V. Baehmert, C. Braun, von Carnall, Lette, 
H. Maron, Jos. Lehmann, 0. Michaelis, Pfeiffer, Pickford, J. Prince-Smith, von 
Ronne, M. Wisth, 0. Wolffらの協同編者の各前を列挙した，Vierteljahrschriftfur 
Volk細irthschaftund Culturgeschichteと題する雑誌がベルリンから刊行される。
この雑誌もまた表題にこそあげていないが，その Vowortによれば統計学関係の論述
を掲載することを告げている。ちなみに「綜合国家学雑誌」は，テュービンゲン大学の国
家学部のスタッフを中心に編集されているもので， Volz,Schiiz, Fallati, Boffmann, 
Gorix, Helferichの名とともに RobertMohlの名をその表紙にみいだすことがで
きる。
18) Adolph Wagner, Die Gesetzmassigkeit in den scheinbar willkurlichen menschlichen 
Handlungen vom Standpunkte der Statistik. Hamburg 1864. 
19) Littertur, IV., Jahrbucher fur Nationalokonomie und Statistik, Bel. IV, 1865, 
s. 286-301. 
ただしこの書評にはBとしか署名はないが， Bと記された他の文や，この文の内容
からみて，この書評がヒルデプラントによるものであることは確実である。
20) Ebenda, S, 256 f. 
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は決して恣意的なものとは考えられない。一定の法や社会慣習； あるいは一
定の知的，倫理的，社会的および経済的条件を有した一定の間においてみられ
る結婚は，まさにこれらの諸条件と無関係ではありえない。恣意を厳密に解す
るならば究局意志の独立性ということがなければならない。 しかし人間の知
的，精神的能力は経験によって育成され，影響された観念と思惟によってつく
りだされるものであり，究局意志は突然に恣意から湧きおこるものではない。
ヒルデプラントはかくして人間行為はなんらかの決定論の下におかれることを
主張する。しかも「一定の因果（関係）が認識された法則性」が存在する法貝iJ
というものは人間行為には適応できないことを，ワグナーの結婚，自殺，犯罪
についての法則を反論しながら主張する。かれは大数法則のなかにみられる規
則性 (RegelmaBigkeit)を法則 (Gesetz)からきびしく切り離そうとする
立場を明らかにする。統計された数字がなんらかの規則性を示すことは，人間
行為が政治的， 経済的そしてまた倫理的， 宗数的諸条件からまったく独立し
た，その意味で恣意的なものでない以上，当然のことがらである。しかしその
規則性に一定の因果関係を求めるのは，もはや統計家固有の仕事ではなく，広
く社会科学や心理学の研究と協働せざるをえない。そして導きだされた因果関
係は決して普逼妥当のものではない。それゆえにまた自然法則として一般化し
うるものでもない，ヒルデプラントは若いワグナーが一面的にケトレー主義者
たろうとすることを批判する 21)0 
かれの統計理論が正面から展開されるのは， さきに紹介した総長就任講演
「統計学の学問的課題」においてである。つぎにこの講演の内容をみてみよ
う。かれはこの講演のなかでは，統計学を国家学の重要な一領域とみなして，
国家学の発展史のなかでの統計学の位置づけを試みるところから論を展開して
21) なおこの書評に対する再批判は， 1867年に出版された「ドイツ国家辞典」のなかの統~
計学の項目のなかで，ワグナーじしんによってなされている。 Vgl. I. C. Bluntschli 
u. K. Brater (hrsg.), Deutches Staats-Wiirterbuch, 10. Bd., Stuttgart u. Leipzig. 
1867. 高野岩三郎校閲，大内兵衛訳「統計学」（統記学古典選集第6巻）
89 
,28 闊西大學「継清論集」第20巻第5・6合併号
いる。そこでかれは，かれが『年報』第1巻第 1号の巻頭論文「経済学の現代
的課題」のなかでのべた見解を粗述する。かれによれば「国家の起源を，個々
の絶対的に自由な個人の契約によるとする哲学的仮説と，この仮説に甚礎づけ
られた法治国家理論が，すべての国家学の出発点であり，中心点であり，この
新たに発見された，国家権力の分割に関する国家哲学的原則を，実際に適用す
ることが，国家統治のあらゆる誤用から市民の自由を守るもっとも有効なもの
とみなされていた時代」 22)に経済学ははじめて学問的性格をもち，「あらゆる
時代，あらゆる国民」に妥当する抽象的概念の構成がすすめられた。しかるに
このような「革命的国家論 (revolution且re(n)Staatslehre)」が絶対主義的
独裁統治のなかから生れでたように，この理論もまた王政復古的思考によって
のりこえられる。ヒルデブラ 1/トによれば，フィジオクラートやアダム・スミ
スの理論的基盤はベルンの貴族ルトヴィヒ・ハラーやアダム・ミュラーによっ
て決定的に破壊されることになる；両者は， 「現実の国家像を論理的な概念の
支配の下に歪めてしまおうとする哲学的理論に戦いを挑み」，「歴史的経験のな
かへの沈潜」 2.3)を要求する。しかしながら両人とも，「歴史的経験の断片をも
とに，論理的概念をつかっていたかれらの先行者以上に，よりいっそう主観的
にかつより恣意的に，かれらの幻想のなかをさまよう」「幼稚で，非現実的な
経験主義者」となり果て，反動的な中世の称賛者に陥ってしまった。すなわち
かれらには歴史的源泉についての「科学的な研究方法」がまった＜欠けてい
．た。
このような対立・から，経験は国家学の基盤でなければならない。しかもなに
よりもその経験を確実に，不偏不党の立場で理解あることが肝要であるという
O、
22) Hildebrand, Die wissenschaftliche Aufgabe・der Statistik, Jahrbucher fi釘
Nationalokonomie und Statistik Bd. VI, 186~. ~- 2. 
なおこの論文は講演の筆記という形をとっているので，翻訳するばあ Vヽ 話ヽしことば
であらわずのが適切かと思うが，引用の都合上，すべて書きことばに直してある。
23) Ebenda, S. 2f. 
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意識が芽ばえる。そして経験をもっとも単純な事実にまで分解し，それらの事
実から，確実な方法によって，正確な全体像を見究わめることの必要が痛感さ
れるにいたった。ここにベーコンによって述べられた命題，事実は与えられる
ものではなく，得られた経験からしてはじめてみいだされるべきものであると
しいうことが，国家学の重要な課題となる。ヒルデプラントによれば，実験が自
然科学者に与えたこのための方途を，社会科学（＝国家学）に対しては統計学
が果すことになる。かれによれば統計学の任務は， 「一定の場所における人間
の同種の行為や体験をすべて記録し，これらの現象の数の，人間総数に対する
比率や，一定の場所における行為や体験の全体との比例を計算し，それによう
て個々の行為や体験の発生を支配している規則 (Regeln)も，はっきりとし
た一般的な事実としてあらわす比例数をみつける」24)ことである。かれはここ
では全数（悉皆）調査による統計的事実の確実性を強調するとともに，それを
なお，一定の時所における比例数としての規則であることを明らかにしてい
る。・すなわち統計的事実は，あくまでも個々については無知であること，対象
領域を越えた「一般」についてはなにもいいえないことをことわっているので
•ある。かれはすすんで統計的数字と経験的概念の差を論じ，概念は全数的知識
なく成立する質的内容にかかわるのに対し，統計数字は，かならずすべての事
例を基盤にした量的内容にしか，かかわりをもたないことを述べている。しか
しそのようなものであるだけに統計的数字は，客観的，絶対的なものでありう
る。統計的事実の学問的価値もまさにこのことによって規定される。
ところでヒルデプラントによれば，統計数字や統計的事実の作成は統計学者
の仕事の第一歩である。統計学のつぎのより大きな課題は，具体的に可能なか
ぎりで，人間文化の全領域を計量化し，それを通して，国民生活，国家生活の
全貌を描写することである。かれ近時の地理学の発達に例をとり，複雑な内容
を，三角法測量によって計量化しうるように，量のみにかかわるはずの統計学
もまた，尺りうるかぎりにおける人間事象を写しとることができると説明す
:24) Ebenda, S. 3f. 
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る。，そして有名な一句がこれにつづく。すなわち「それ（統計学） は， 政治
的，社会的な測量術 (MeBkunst)である。」 25)さらにかれは言う。「統計が
どれだけの人が死亡したかを明らかにしたとすれば，それはさらに死亡者全体
のうち，どれだけが不慮の事故によるものであり，またどれだけが自殺，老衰
あるいは病気によるものかを調べる。この数が分れば，それは自殺の種類や不
慮の事故の種類，死を招いたいろいろの病気といったものに目を向け，さらに
一方では，自殺者のうち何パーセントが首つりで，あるいは銃砲等で生命を失
なったか，どれだけが肺病で，あるいは心臓病等で死亡したかを調査し，他
方これらのものの何パーセントがどの年令層， 性別， 職層におこるかを調べ
る」26)
ヒルデプラントによれば，このように量についての認識を積み重ねることに
よって，ある程度，統計学は質についての知識をも提供することができる。し
かし統計事実をみつけだすための，同じ方法の繰り返しじたいは単純なもので
あっても，その操作を適応する対象と要因をまずもって知っておかねばならな
いという困難な問題がまちかまえている。すなわち「あるものごとや事象の特
質を数量化の対象としうるためには，その特質をまえもって知っておかねばな
らない」からである。統計的事実は，ものごとやその連関を認識する研究の出
発点を用意するはずのものであるが，しかも一方でその統計的事実をみいだす
ためには，その結果の認識が前提になっている。 この問題を解決するために
は，犯罪統計をつくるためには，統計（学）者はある程度まで刑法学者でなけ
ればならず， 経済統計のためには， 経済学者である必要が9ある。要するに，
25) Ebenda, S. 6. ちなみにウィルカックスが統計学の定義を集録する折に， ヒルデプラ
ントのものとして紹介したのはこの部分である。 Vgl.Walter F. Willcox, Difini-
tions of statistics, Revue de l'institut international de statistique, 3 Annee, 
、 1936,pp. 388-399. 大橋隆憲編著「社会科学的統計思想の系譜」 1961, 113ページ参
照。ここで訳者は MeBkunstを「測定技術」と訳しているが， 前後関係から本論で
は「測量術」としておいた。
26) Ebenda, S. 7. 
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「人間文化の各領域を統計的に処理するためには， （統計学以外の）特殊な専
門知識が必要となってくる。」 27)_この困難以外にさらに，統計的事実の処理の
問題も存在する。しかしそれらは「習熟」がある程度まで解決してくれること
である。ヒルデブラントは，ここでは官庁統計官と民間統計家との間のさまざ
まの交流を高く評価するとともに，大学と統計局との間の協力をうるわしきも
のとしてみている。
ヒルデプラントは以上のように，統計学の任務として，統計的事実の解明と
この事実から文化状態を構成することの 2つの面を概観したのちに，統計学を
「個々の科学すなわち各種の政治学科 (politische(n)Disziplinen)に確実な
資料を与え，国家の法制と行制とに確かな土台を与える一種の技術あるいは方
法」 28)とみなし，人間生活を支配する法則を研究し， それによって国家学の
全領域に改革を促すような影響を与えることができるという意味での自立的科
学 (selbstandigeWissenschaft)ではないとひとまず結論している。ここで
「ひとまず」といったのは，ヒルデプラントは以上の二つの機能をさらに一歩
おしすすめて考察しているからである。統計的事実は，対象がおなじでも，時
所を異にすれば，ちがった様相を呈するものである。・しかし，その原因につい'
ての研究が必然的に試みられることになる。そこで統計学は，国民の社会的，
公的生活のうちに作用する諸力や諸法則についての研究に近づくこととなる。
統計資料はそれについてなにも語らない。しかし多くの数系列によって浮びあ
がってくる（あるいはそれは数系列の出現以前に存在しているものでもある。）
仮説の正当性，蓋然性の範囲や限界を確定することはできる。その結果とし
て，統計的事実について，の因果関係を明るみにだす仕事も統計学の任務として
数えられることになる。 このことについてかれはつぎのような例をあげてい
る。統計家が.:...国において，人口が10年間に減少したという事実を知ったとす
27) Ebenda, S. 7. 
28) Ebenda: S . 8. 
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る。そうすれば，つぎに統計家は出生率と死亡率の経過，さらに人口の流出入
の比率を比較する。この比率から，人口減少の主たる原因が流出の超過にでは
なく，死亡率に対する出生率にあるという結果がでたとする。かれはさらに出
生率が過度に減少したのか， それとも死亡数が著しく増加したのかを検証す
る。前者のばあいであれば，穀物や副食品の価格を比較する。そして出生者の
数が減ってゆくのと同じ割合で食料品価格が騰貴してゆくことが判明すれば，
かれは 1国の特定の10年間の人口減少は高い食料品価格，すなわち物質的困窮
のためであるという結論に達することになる 29)。
このような例示的な推論過程は，はなはだ不完全なものであるといわざるを
えないが，ヒルデブラントが述べたいことは，このようにして統計家がある種
の人間行為の因果に関係をもったとしても，それはあくまでも法則解明の基礎
を提供したこと以上にはでないという事実である。かれがこのことを意識的に
強く主張するなかには，前年に批判した，ワグナー的な統計観を否定しょうと
する意図があるからであると考えたい30)。
かくしてかれは，国家学における統計学の位置を，医学における生理学のそ
れに模している。そのさいかれは統計学の数学的ー物理的なケトレー流の方針
を，経験的ー記述的方針とともに尊重している。かれにとって統計学研究は数
表，数系列と切り離しては考えられるものではなかった。この点でかれはドイ
ツの旧大学派統計学の方法とはっきりと快別している。そしてその意味ではケ
トレーに近づいている。しかしまたクニースやワグナーが主張するような，ぁ
る種の「統計学万能主義」への傾りも厳しく排斥した。 19世紀後半における統
計学の方法論は，このようなヒルデプラントの思想を踏まえて展開してゆく。
29) Vgl. ebenda, S. 9. 
30)かれはこの論文にーケ所だけ注をつけ, (Ebenda, S. 9.) そこでつぎのように述べて
いる。「もちろん統計学に，法則を発見する能力を認めようとする統計学者や自然科
学者に，一般に流布している見解は，反対の道をすすんでいる。かれらは統計事実の
多面性を，法則研究の出発点とはせず， 逆に規則的 (regelmiiBig)に繰りかえされ
る統計諸事実の均等性 (GleichmiiBigkeit)のうちに法則そのものを認めている。た
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たしかにアイザアマンが他のところで指摘しているように31), かれの理論
は折衷的なところが目立つものではある。しかしそれは意識的なものであると
いうよりは，かれじしんの信念からでているものと思われる。かれの統計学の
方法論についてもこのことはあてはまる。かれはすでに人間の行為のうちに，
したがってまた国民生活のうちに，一定の自然法則的過程が作用していること
は認めていた。これはかれがヘルバート主義者であったことからも確かであ
る。たしかにかれは，古典派批判のなかでは，利己心に基づく人間の経済活動
の普遍性を否定し32), 経済的自然法則に対して否定的な態度をとってはいる
とえばかれらは，市民の戸籍台帳から，結婚，出生および死亡の安定性(Stetigkeit)
や均等性を証明しょうとしたり，あるいは，犯罪節から，犯罪や自殺の規則性を証明
しょうとしているが，それらは道徳性の法則や，婚姻法則やについて語っているので
あり，永年の経過から平均(Durchschnitt)としてえられる比例数 (Verhaltniszahl)
を法則のあらわれとしてみている。因果関係が認められ，また証明ざれるものについ
てのみ，法則についての議論がありうるということを別にしても，統計事実には，考
えられているような均等性や規則性は実際のところまったく存在しない。あらゆる統
計調査は，ひとが人為的にのみ規則性をあたえた事実には，多かれ少なかれ多様性と
不規則性があることを示している。そのばあいひとは，平均数をとりだして各年度の，
差異を捨象し，暗黙裏に平均数であらわされるような長期的な法則が存在することを
主張しているにすぎない。」
31) Eisermann, Die Grundlagen des Historismus in der deutschen Nationalokonomie, 
Stuttgart 1956, S. 167. 
32) Vgl. Hildebrand, Die gegenwartige Aufgabe der Wissenschaft der Nationa-
lokonomie, a. a. 0., S. 286. またこの関連では以下の文も極めて興味ぶかい。
,.Diese Sachlage wird auch nicht gebessert, wenn man z. ~- mit 
Chev a Ii er die Volkswirtschaftslehre gegen die Vorwiife der Immoralitat 
durch den Nachweis zu rechtfertigen sucht, daB das persiinliche Intere函e
auch eine in der Moral anerkannte machtige Triebfeder des Menschen sei 
welcher・vorzugsweise die Vervollkommung des Menschengeschlechts 
zugeschrieben werden miisse, und ciaB die freie Konkurrenz im Gegensatz 
zu den Monopolen und Privilegien den Moralprinzipien der Freiheit und 
Gerechtigkeit entspreche, denn kein Sachkundiger wird diese Ubereinstim-
mung bis zu einer gewissen Grenze verkennen und die auBerordentlichen 
und wohltatigen Wirkungen der Konkurrenz leugnen, aber ebensowenig 
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が，その否定の対象はあくまでも「利己心」に対してであり．いかなる意味
においても人間の経済生活が法則と無縁であるというのではない。かれは，自
覚的な人間が，無自覚的自然のなかで，その自然に働きかけることによって経
済活動がなされる以上，そして人間もまた肉体を有することによって，みずか
らその一部である以上，自然法則が経済に決定的な影響をもっていることは否
めない事実であると考えている。かれは言う。「国民経済的な， 人間の利己心
に基礎づけられた，自然法則仮説は支持されないだけでなく，有効なものでも
ないということが認められたとしても，経済的な人間行為とこれによってもた
らされ，規定される経済行為を盲目的偶然にゆだねたり，恣意的なものである
ということにはならない。」 33)
そこでかれは経済的行為はなお法則的過程によって条件づけられているとみ
darf man den MiBbriiuchen gegeniiber die Augen verschlieBen und iibersehen, 
daB, solange die Wissenschaft nationalokonomische Naturgesetze annimiht, 
denen der Mensch. mit seiner wirtschaftlichen Tatigkeit unterworfen ist, , 
sie nicht nur den Gebrauch, sondern auch den MiBbrauch sanktioniert, eben 
weil diees Naturgesetze nur auf die Voraussetzung gebaut. sind, daB der 
Mensch im・wirtschaftlichen Leben immer als Egoist handelt. Desgleichen 
wird die Lage der Volkswirtschaftslehre auch nicht durch das Auskunfts-
mittel der meisten deutschen Nationalokonomen・gebessert, welche der 
Wissenschaft der Nationalokonomie eine Wissenschaft der Volkswirtscha-
ftspolitik gegeniiberstellen・und nur die erstere auf das Prinzip cj.es 
Gemeinwohls griinden, so daB der Volkswirtschaftspolitik die Aufgabe 
zuiiillt, die nachteiligen Wirkungen selbstsiichtiger Privatwirtschaft durch 
die Organe der" Staatsgewalt korrigieren zu !assen, denn solange dieselben 
Nationalokonomen in der Volkswirtschaftslehre die bekannten Naturgesetze 
ani:iehmen, befinden sie sich in einem unverkennbaren Widerspruch. 
Entweder namlich herrscht der Egoismus nicht ausschlieBlich im wirtscha-
ftlichen Leben, dann existieren auch diese okonomischen Naturgesetze 
nicht, oder es herrschen diese Naturgesetze, dann kann auch der Staat 
dieselben nicht korrigieren wollen." 
33) Ebenda, S. 303. 
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なし，ヘルバーートル心理学のいう人間の心理法則をもちだす。かくしてかれに
よれば人間行為は「自然的法則と心理法則との産物」 84)である。 そして人間
の行為は両者の相互作用から生じ，それは「一方は縦糸を，他方は横糸の役割
をする織物のようなもの」である。統計学は，かれにあっては，その相互作用
の結果を究明する役割を与えられることになる。
しかも統計学は法則研究そのものを全面的に請けおうものではない。なぜな
ら楽器の素材である木材や金属は，その楽器からひきだされた音色や旋律とは
異なるように，それらの法則とそこから生みだされる織物．とは異質なものであ
るからである 35)。ここに経済学研究にとって不可欠な今ひとつのもの，すな
わち歴史研究の必然性が主張されてくる。この問題については次節以後で取り
扱いたい。
追記
1. 本稿は，筆者のはじめの予定では最終稿となるべきであった。 しかし本「経済論
集』の編集の都合により，その一部を(3)として， (2)とともに本号に，残りを(4)として
次号に掲載するこ｀とにした。
，2. 本稿の一部は学内定例研究会において，「ヒルデプラントと統計学」 と題して発表
する機会をえた。有益な教示，批判に対して記して感謝する。
34) Ebenda, S. 305. 
35) Vgl. ebenda, S. 305f. 
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